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要旨 John　Updikeの 代表作である 「ウサギ4部 作」の主人公ウサギ(Harry　 Angstrom)の 母子関係を

基に彼を取 り巻 く女性たちとの関係を分析し、女性たちが ウサギの人生の中で果たす役割を考察

する。ウサギは抑圧的な母 と強い絆で結ばれてお り精神的にかなりの影響 も受けてはいるが依存

関係はない。彼には、社会の抑圧からの自由を求めて優越感を得るために、支配できる愚かな女

性を求め、知的な女性を好 まないという傾向は見られるが、彼の女性関係を分析すると、長期間

にわたって関係を続ける女性は、彼の自己探索を理解 して くれる女性であ り、具体的にはRuth

とThelmaが これに当たる。彼女たちはウサギの生き方を理解 し、存在を肯定することで、彼の

自己探索の旅に加担している。これがウサギの人生の中で女性たちが果たす役割である。

キ-ワ-ド:John　 Updike、 ウサ ギ4部 作 、女 性 の役 割 、母 子 関係

1.は じめ に

　 John　 Updikeの 女 性 の 描 き 方 に つ い て は 、 「女 性 を 等 身 大 に 描 い て い な い 」 と し て 特 に フ ェ

ミ ニ ス ト批 評 家 た ち か ら しば しば 批 判 さ れ て き た 。 た と え ばSuzanne　 H.　Uphausは"Generally,

　Updike's　 women　 do　not　have　 that　spiritual　 need　 that　his　male　 characters　 express　 in　their

mythical　 beliefs"(Uphaus　 49)と 述 べ 、　Updikeの 作 品 の 重 要 な 要 素 で あ る 生 き る 意 味 の 探 索 と

い っ た 精 神 的 活 動 の 担 い 手 と し て 女 性 が 描 か れ て い な い こ と を 指 摘 し て い る し、Mary　 Allen

に い た っ て は 次 の よ うに 言 い 切 っ て さ え い る 。

　 　 [Updike]consistently　 reasserts　 the　worn　 dichotomy　 that　a　woman　 is　sexual　 and　 stupid(hu

man)or　 that　she　is　frigid　and　intelligent(inhuman).　 Only　 the　woman　 as　a　comfortable　 blank

　 　 is　to　be　desired　 and　 accepted　 by　individual　 men　 and　by　society.　 Women　 who　 do　not　fit　this

　 　 standard　 are　not　really　human　 and　 must　 be　rubbed　 out　of　the　world.(Allen　 95)

た しか に 大 部 分 の 作 品 で 女 性 は 男 性 主 人 公 の 脇 役 に す ぎ ず 、 彼 女 た ち の 内 面 の 成 長 が 描 か れ る
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こともほとんどない。そ してAllenの 言 うように男性主人公たちが好むのはセクシーで愚かな

女性であるとい うのも多 くの作品に当てはまる傾向である。 しか し脇役であってもそれぞれの

女性たちは個性を持 った人間として描き分けられてお り、登場人物の男性が好 まない(とAl-

lenが 主張する)知 的なタイプの女性たちも含めて、女性の登場人物たちは、さまざまな形で

男性主人公に影響を与えているのも事実である。

　本論ではUpdikeの 代表作 「ウサギ4部 作」を取 り上 げ、主人公 ウサギことHarry

 Angstromと 彼の母親 との関係を基に、彼を取 り巻 く女性たちとの関係を分析 し、ウサギが女

性に求めるもの、女性たちがウサギの人生の中で果たす役割を考察する。

1.ウ サギ と母の関係

　 「ウサ ギ4部 作」 に おけ る主人公 の母 子 関係 につ いて の批評 家 の意 見 はほ ぼ一致 す る。

Paula　R.　Buckは"The　 Mother　 Load : A Look　 at　Rabbit's　Oedipus　 Complex"の 中 で ウサ ギの母

子関係を論 じ、彼 の母Mary　 Angstromは 愛 情 と人間関係に飢え、息子 しか頼 るものが ない と

し、息子に母を恐れ る気持 ちを教え込む ので、 ウサ ギは母 の暖か さと同時に恐 さも覚え るのだ

と主張す る(Buck　 154)。　Mary　O'Connellは ウサ ギの男性性が どのよ うに形成 されたかを分析

す る中で、母は家族 の中で ウサ ギを特別に可愛が り、特権的 な扱いをす る代わ りに忠誠を求め

るのだ と言 う(0'Connell　 43-45)。 前 述 のAllenは 、　Updikeの 作 品 の中では、力 のあ る母親

が男性主人公を操作 し、彼 の女性 の好みに多大 な影響を与え ると し、 さらに、そ のよ うな母親

の存在が主人公に、従順な女性、自分 が支配 で きる女性 を求 め させ る と論 じている(Allen　 69)。

　 しっか り者で強い母 と無力で気 の弱い父 の組み合わせは作者 自身 の生い立 ちを反映 してか、

Updikeの 作 品中に頻繁 に登場す る。 「ウサ ギ4部 作」 の主人公 ウサ ギに関 して もこれは例外で

は ない。Rabbit, Runに 登 場す る ウサギの母親Mary　 Angstromは 背 の高い、大柄 な女性で家庭

の中では一家を支配す る強い母 と して描かれ る。 ウサ ギが家 出 した後、両親 の意見を聞 くため

にSpringer家 の 所属教会の司祭であ るEcclesが 訪 ねて くるが、 この初対面のEccles司 祭 の前

で両親は 口論 し、Maryは 夫 を言 い負か して しま う。 また ウサギが回想す る子供 の ころのエ ピ

ソー ドの中に もMaryの 性 格を端的に表す ものが登場す る。隣に住む メ ソジス トの老人が両家

の間 の芝生を 自分 の側半分 しか刈 らない ことに腹を立てたMaryは 、 夫に も息子に もそ こを刈

らせ よ うと しない。半分側だけぽ うぽ うに伸びた芝生を見た市 の職員が条例違反だか ら刈 り取

るよ うに と言いに来 るが、母は これは花壇だ と言 って刈 るのを拒否す る。困 った父はあ る 日、

母が買い物に 出かけてい る うちに こっそ りこれを刈 り取 って しま う。 ウサ ギは母が帰 った ら恐

ろ しい喧嘩が始 まることを心配す るが、父は と うと う隣 のメ ソジス トが折れて刈 り取 った と母

に嘘をつ き、そ の場を丸 く治め る。 これは母が頑固で 自説を 曲げ ない人物であ ることを 良 く表
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すエ ピソー ドであ る。

　 またMaryは 、 嫁 のJaniceが 気 に入 らないばか りに幼 い孫 のNelsonに もつ ら く当た るとい

った残酷 さを持 ち合わせて もい る。Janiceが お産 で入院 中に、 ウサギはNelsonを 連 れて実家

を訪れ る。母はほ とん どNelsonを 無 視 し、お もち ゃを与えた り、抱 き しめた りす ることもな

く、冷 ややか に接 す る。 台所 で レモ ンを転 が して遊 んでい るNelsonに ウサ ギの父が"You

going　to　be　a　ballplayer　like　your　Dad?"2)と 愛 想 良 く話 しか けたのに対 し、母 は即座 に"He

can't,　Earl.[...]He　 has　those　little　Springer　 hands"(196)とJaniceの 実 家Springer家 の悪 口を

交えた無情 な言葉をは さむ のであ る。

　 そ のよ うな母を ウサ ギは大人に なった今 なお恐れ、母が 自分に対 して絶大 な力を持 ってい る

ことを感 じている。 ウサギの実家に預けた子供 を迎 えに行 くよ うに とJaniceに 頼 まれ、 出か

け よ うとす る時、 ウサ ギは実家に着いた ときの母 の様子を想像す る。

　　 But　it　will　take　longer　this　way,　what　 with　his　own　 mother　 talking　slyly　and　roundabout

　 　 about　how　 incompetent　 Janice　is.　He　hated　it　when　 his　mother　 went　on　like　that; maybe　 she

　 　 did　it　just　to　kid　him,　but　he　couldn't　take　her　lightly,　she　was　 somehow　 too　powerful,　 at

　 　 least　with　him.(15)

また 高校時代 のバ スケ ッ トボ ールの コーチだ ったMarty　 Totheroの こ とを回想す る場面で も

母親 と彼 とを比較 して次 のよ うに考えてい る。

　　 His　old　basketball　coach,　Marty　 Tothero,　 who　 before　scandal　 had　ousted　him　from　the　high

　 　 school　had　a　certain　grip　on　local　affairs,　lived　in　this　building　supPosedly　 and　still,　they

　 　 said,　manipulated.　 Rabbit　 dislikes　manipulation　 but　he　had　liked　Tothero.　 Next　 to　his

　 　 mother　 Tothero　 had　had　the　most force.(17)

ウサ ギを一流 のバス ケ ッ トボール選 手へ と導 いて くれ たTotheroも 母 の影響力 には敵 わ なか

った のであ る。

　 Rabbit, Runで は、 ウサギの見 る夢 の中に も母 との関係 が示唆 され ている。　Ruthと 知 り合 っ

て一夜を共に した時に ウサ ギが見 る夢 の中に母親が 出て くる。夢 の中で女 の子が冷蔵庫 の ドア

を 開けた と言 って母が 叱 って い る。(こ の女 の子は最初 、妹 のMimな の だが途 中か ら妻 の

Janiceに 変 わ る。)母 が 同 じ小言 を何度 も繰 り返 し言 うのを ウサ ギは横 で聞いてい るが、血を

流 してい るのは 自分 自身だ と感 じてい る。小言を言われていた のは女 の子 の方 なのに ウサ ギは

自分が叱 られてい るよ うに感 じてい るのであ る。 この夢は ウサ ギの潜在意識下で の母に対す る

疾 しさの現れであ ろ う。母 の気に入 らないJaniceと 結 婚 した こと、 そのJaniceの 許 を飛び 出

した こと、妻以外 の女性 の家に外泊 した ことなどに罪悪感があ り、そ の疾 しさを ウサ ギは妻 の

Janiceで は な く、母親に対 して感 じてい る。 ウサ ギは26歳 の今で も母を恐れてい るのであ る。

　 母を恐れ るばか りで な く、 ウサ ギは母か ら注がれ る愛情を 自覚 して もい る。Rabbit Reduxで
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職 場 に 電 話 が か か っ て き た 時 、 パ ー キ ン ソ ン 病 に 罹 っ た 母 親 が 具 合 が 悪 く な っ て 電 話 して き た

の か も しれ な い と の 思 い が ふ と 過 ぎ り、 ウ サ ギ は 次 の よ う に 考 え る 。"Or　 his　mother　 had

taken　 a　turn　for　the　worse　 and　 with　 her　last　heartbeats　 had　 dialled　 this　number.　 He　 is　not　sur

prised　 she　would　 want　 to　speak　 to　him　 instead　 of　his　father,　 he　has　never　 doubted　 she　loves　 him

most"(398).ま たJaniceが 家 出 した 後 、 さ ま ざ ま な うわ さ を 聞 か さ れ て 心 配 して い る 母 親 に 、

ウ サ ギ 自 身 が 会 い に 来 て 話 を して ほ しい と 言 う父 の 言 葉 を 聞 き な が ら 、"I'll　try　to　get　over.　 I

ought　 to　talk　to　her"と 言 い 、 そ の 後 で"He　 knows　 that　in　all　this　rolling-on　 world　 his　mother　 is

the　only　person　 who knows　 him"(409)と 考 え て お り、 母 だ け は 自 分 を 理 解 して くれ る と 信 じて

い る 。 子 供 の 頃 の 母 へ の 誕 生 日 プ レ ゼ ン トに つ い て 、"Rabbit　 was　 pretty　 poor　 at　making

things　 so　he　gave　 her　himself,　 his　trophies,　 his　headlines.　 Mom　 had　 seemed　 satisfied : lives　more

than　 things　 concerned　 her"(343)と 回 想 し、 彼 の バ ス ケ ッ トボ ー ル で の 活 躍 の 結 実 を 表 す ト ロ

フ ィ ー や 新 聞 の 切 り抜 き 、 す な わ ち 彼 自 身 を 贈 る こ と で 母 は 満 足 して い る よ うだ っ た と 思 い 起

こ す 。 パ ー キ ン ソ ン 病 を 患 っ て い る65歳 の 母 は ほ と ん ど 寝 た き りに 近 い 生 活 を 送 っ て い る が 、

ウ サ ギ が 訪 ね て い く と 大 喜 び で も て な し、TVを 見 な が ら 、 妻 に 逃 げ ら れ た 息 子 の 首 を 不 自 由

な 手 で マ ッサ ー ジ ま で す る 。Rabbit, RunでEccles司 祭 は ウ サ ギ の 母 が 面 白 い 見 解 を 持 っ て い

る と 言 う。 す な わ ち 「ウ サ ギ が 家 出 した と い う の はJaniceとEcclesの 妄 想 に 過 ぎ な い 。 ウ サ

ギ は 善 良 す ぎ て そ ん な こ と は で き な い 。」 と い う の が 母 の 見 解 だ と い う の で あ る 。Rabbit, Run

で 赤 ん 坊 のBeckyが 亡 くな っ た と き 、 葬 儀 で 会 っ た 息 子 に 母 が か け る 言 葉"Hassy,　 what　 have

they　 done　 to　you?"(250)は 、 ま る で い じめ っ 子 に い じめ ら れ て 帰 っ て き た 幼 い 我 が 子 に か け る

言 葉 の よ う で あ る 。 だ か ら こ そ こ の 後 、 ウ サ ギ がJaniceに 向 け て 言 った 残 酷 な 言 葉 に 皆 が 非

難 の 目を 向 け た と き 、 母 も そ の 一 人 で あ っ た こ と に 非 常 な シ ョ ッ クを 受 け 、 そ の 場 か ら 逃 げ 出

す こ と に な る 。 裏 返 せ ば ウ サ ギ は 、 母 は い つ も 自 分 の 味 方 で あ る と 信 じて お り、 そ して そ れ が

裏 切 ら れ た の で 逃 げ 出 す しか な い ほ ど の シ ョ ッ クを 受 け た の で あ っ た 。

　 母 は ウ サ ギ を も っ と も 愛 し、 全 面 的 に 支 持 す る 。 ウ サ ギ も 母 の 愛 は 十 分 、 感 じて お り、 母 は

常 に 自 分 の 味 方 だ と 信 じて い る 。 しか しそ こ に は い わ ゆ る 「マ ザ ー ・コ ン プ レ ッ ク ス 」 と 呼 ば

れ る 年 齢 不 相 応 な 依 存 関 係 は な い 。3)ウ サ ギ が 母 親 に 精 神 的 に 依 存 して い な い こ と は さ ま ざ ま

な 場 面 で 見 て 取 れ る 。Rabbit, Runで は 自 分 の 居 場 所 を 探 して 走 り回 る ウサ ギ は 、　Totheroや

Eccles司 祭 に は 生 き 方 に つ い て の 助 言 を 求 め る が 母 親 に は 決 して 求 め な い 。 ま たRabbit-Redux

で 自 宅 が 放 火 に よ り全 焼 した 後 、 実 家 に 戻 っ た ウ サ ギ は 母 親 の 存 在 を 次 の よ うに 感 じて い る 。

　 　 The　 distortions　 in　Mom's　 face　 and　 speech,　 which　 used　 to　distress　 him　 during　 his　visits,

　 　 quickly　 assimilate　 to　the　abiding　 reality　of　her　presence,　 which　 has　endured　 all　these　 years

　 　 he　has　been　 absent　 and　 which　 remains　 the　same　 half　of　the　sky,　sealing　 him　 in-like　 the

　 　 cellar　bulkhead　 out　back,　 of　two　 heavy　 halves.(570)
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ウサ ギに とって、母親は地下室 の仕切 りのよ うに 自分を封 じ込め る存在であ るが、それは 「空

の半分」であ り母 の存在が ウサ ギを完全に閉 じ込めて しま うことは ない。

　 また別 の場面では、Janiceの こ とが嫌い な母は彼女が家 出 して 良か った と言 うので、 ウサ ギ

は 「ネル ソンは どうなるんだ?」 と問いかけ、 ここが母親が間違 っている ところであ り、相変

わ らず ウサ ギが結婚前、実家にいた頃 の昔 のままの世界 しか 目に入 らない、時 の創 りだす もの

を忘れてい る、 と思 う。そ して暴君 のよ うな母親 の愛は世界を凍 らせて しま う、 と考えてい る。

　 このよ うに母 の愛情は感 じ、 自分 の味方だ と信 じてはい るもののウサ ギは母親 とは精神的に

距離 を置 いてい る。Rabbit-Reduxの 終 盤、妻 も家 も仕 事 も何 もか も失 った ウサ ギは初 めて母

に助言を求め る。

　　 "Where　 do　you　think　1　went　 wrong?"

　 　 "Who　 says.　 You　 did?"

　 　 "Mom.　 No　house,　no　wife,　no　job.　My　 kid　hates　me.　 My　 sister　says　I'm　ridiculous."

　 　"You're.　 Growing　 up."

　 　 "Mim　 says　I've　never　learned　 any　rules."

　 　"You　 haven't　 had　to."

　 　"Huh.　 Any　 decent　kind　of　world,　you　wouldn't　 need　all　these　rules."

　 　 She　has　no　ready　answer　 for　this.(590)

母 が す ぐには答え ない ので ウサ ギは窓 の外を見て一人考え る。 自分がかつて宇宙 の中心であ る

と考えた時代か ら、長い時間が経 ち、時は人間 の営みにかかわ りな く流れてゆ くことに思いを

至す。"Time　 is　our　element,　 not　a　mistaken　 invader.　 How　 stupid,　it　has　taken　him　thirty-six

years　to　begin　to　believe　that"(591)生 き る上で の真実に気づいて母に声をかけ よ うとす るが、

母は眠 って しまってい る。

　 このよ うに確かに母親 のウサ ギに対す る影響力は大 きいが、 ウサ ギはすでに母親 とは距離を

保 ってお り、生 き方 の探索をす る上で の依存度 もきわめて低い。

III.知 的な女性への無関心

　 「力 のあ る操作す る母親 の存在が男性主人公に従順で支配で きる女性を求め させ る」 と主張

す るMary　 Allenは 、 ウサ ギの女性関係 の特徴 と して、 ウサ ギの 「バ カな女」へ の好みを論 じ

てい る。愚か な女性 の例 と してJaniceとRuthを 挙 げ、 ウサ ギは 自分が勝利者であ ることを証

明す るためにJaniceやRuthを 必 要 とす るのだ と言い、彼女た ちの無能 さが彼 の優越を確か な

ものにす る、 と言 ってい る(Allen　 85-89)。

　 確かに ウサ ギの場合、知的 な女性に興味が ない とい う傾 向は 明らかであ る。「ウサギ4部 作」
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の登場人物 の うち、知的 な女性 と言え るのはJill,　Melanie,　 Thelmaの3人 であ る。　Rabbit -Re

duxに 登 場す る コネチカ ッ ト出身 のJillは 、17歳 の誕生 日プ レゼン トに父親か らポル シ ェを贈

られ るよ うな家庭に育 ったが、父 の死後、麻薬中毒 のボーイ フ レン ドとの トラブル もあ り、家

出 して きた ヒッピー娘であ る。小説 の中では彼女は カウンター ・カルチ ャーの体現者 と して描

かれ、 テ クノ ロジー支配 の価値観に反逆 し、物質主義、効率主義を批判す るカウンター ・カル

チ ャーの思想を ウサ ギやNelsonに 講 義 して聞かせ る場面 も出て くる。 ウサ ギは今 まで 自分が

知 らなか った新鮮 な考 えに触れ、Jillの 説 くカウンター ・カル チ ャーの思想 が 自分 の生 き方 の

探索 の役に立つか も しれ ない と思い、真剣に耳を傾け る。 また彼女は上流階級 の子弟が通 う良

い学校 で教育 を受けた ら しく、美 しい筆跡 で手紙を書 き、Nelsonの 読 め ない単語 を教 えた り

もす る。 ウサ ギは この ヒッピー娘Jillと 、 行 きがか り上、何 ヶ月間か一緒に暮 らす羽 目に なる

が最初か ら二人 の性行為 はあ ま り上手 くいか ない。Jillの 場 合、社会的階級 が ウサギ よ りもは

るかに上であ るとい う事実 も彼 の心理に大 き く影響を与えてい るのであ ろ うが、やがて黒人 の

Skeeterが 家 に入 り込 んで くる とウサ ギは自分 とJillの 性 行為 よ りもSkeeterとJillの 行 為を

見 ることへ と興味が移 って しま う。

　 Rabbit　ls-RichのMelanieはNelsonの ケ ン ト大学で の友人で、夏休み中、 アルバイ トをす る

ために ウサ ギの家に泊 まることに なる。彼女はベ ジタ リアンで グル ジャエ フの神秘思想に凝 っ

てい る。 自分 自身 の主義主張を しっか り持 ってお り、男た ちの政治論に も口を挟む。 カーター

大統領 の ことが話題に な り、今 の時代を ど う思 ってい るか意見を求め られ たMelanieは 次 の

よ うに答え る。

　　"I believe　the　things　we're　running　 out　of　we　can　learn　to　do　without.　 I　don't　need　electric

　 　 carving　 knives　and　all　that. I'm　 more　 upset　about　the　snail　darters　and　the　whales　 than

　 　 about　iron　ore　and　oil.[...]I mean[...]as　 long　as　there　are　growing　 things,　there's　still　a

　 　 world　 with　endless　possibilities."(709)

そ して"oil"と 言 い なが ら、車 の販売を してい るウサ ギを じっと見つめ る彼女 のことを ウサ ギ

は、 まるで催眠術にかけ よ うと してい るよ うに見え ると感 じ、腹立た しい思いを抱いてい る。

Melanieに 対 す るウサ ギの第一 印象は 「豪華 な蛙」であ り、最初か らまった く女性 と して の魅

力を感 じてい ない。会社 の同僚で ウサ ギと同年輩 のCharlieはMelanieに 興 味を示 し、実際に

デー トに連れ 出 した りもす るが、 ウサ ギ 自身は 「Melanieに は興奮 しない」 と言 ってお り、

彼がMelanieに 閉 口させ られ る理由 として、"because　 this　girl　is　out　of　this　world　 and　 that

makes　 his　world　feel　small"(709)を 挙 げ、彼女に比べれば太 った年寄 りのBessie(Janiceの 母

親)の 方 が セ クシ ーで あ る と さえ感 じて い る。Jillの カ ウ ンタ ー ・カル チ ャーの 思想 、

Melanieの 神 秘思想 など、 ウサ ギは 自分 の知 らない知的世界を持つ女性に興味が持て ない ので

あ る。
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　 同 じくRabbit　 ls Richに 登 場す るThelmaは ウサ ギのゴル フ仲間 の妻で、小学校教師を して

い る。最初にThelmaが 紹 介 され る場面 で"He　 senses　intelligence　in　her　but　intelligence　in

women　 has　never　much　 interested　him"(671)と の 表現が出て くる。　Thelmaは 密 かに ウサ ギに

好意を抱いてお り、パ ーテ ィーなどではいつ もウサ ギの傍にすわ った りす る。Janiceは これに

気づいてい るのに ウサ ギ自身は少 しも気づいてい ない。彼はThelmaに ま った く関心を持 って

い ない ので ある。Rabbit　 ls Richの 終 盤 で彼女 と関係 を持 つ ことにな るが、 これは カ リブ海 の

リゾー ト地で のス ワッピングとい うゲームの一環 と して の行為であ り、 しか もウサ ギはず っと

情欲を感 じて きたCindyを 相 手 に選びたか ったが、　Thelmaが 彼 を選んだため、仕方 な く、ベ

ッ ドを共にす る。

　 このよ うに知的 な女性は ウサ ギの好みでは な く、女性 の知性 とい うものに も彼は まった く興

味が ない。 これ は、Allenの 言 うよ うに無能 な女性が ウサギの優越 を確 かな ものにす るため、

彼は愚か な女性を好む のか も知れ ない。 しか し、そ の原因が抑圧的 な母親 の存在にあ るとい う

点には疑問 の余地が残 る し、知的 な女性を好 まない ウサ ギがThelmaと は10年 越 しの関係を続

け る理 由はAllenの 論 だけでは説 明できない。

IV.ウ サギが女性に求めるもの

　 「ウサギ4部 作」 におい て、 ウサ ギが 肉体 関係を結 んだ のは妻 のJaniceを 別 にす る と、

Rabbir, Runで3ヶ 月間、 同棲す るRuth、 Rabbit-ReduxのJillとPeggy(Janiceの 親 友、　Nel

sonの 友 達 の母親)、　Rabbit　ls RichのThelma、 そ して Rabbit　at RestのPru(Nelsonの 妻)の

5人 であ る。そ の他 、関係 を結 ぶには至 らないが ウサ ギが情欲 を感 じる相手 として、Rabbit, 

Runで のLucy　 Eccles、　Rabbit　ls Richで のCindy　 Murkettが い る。そ の中で、関係が一度 き り

で終わ らず、数 ヶ月か ら数年 にわ た って続 いたのは、Ruth,　 Jill,　Thelmaの3人 であ る。そ の

うちJillと の関係は 自ら望んだ ものでは な く、 また前述 した よ うに途中か らウサ ギは彼女に性

的興味を失 ってい く。RuthとThelmaは お 互いの合意 の上で、長期間、関係が続いた女性た

ちであ る。 なぜ この二人 とは、関係が続 くのであ ろ うか。特に最初、 まった く興味が なか った

Thelmaと10年 後 のRabbit　 at Restに お い て もなお、不倫 の関係を続 けるのは なぜ なのか。

RuthとThelma、 この二人 の共通点 を探 ることによ って、 ウサギが女性 に求 める ものが見え

て くる。

　 Rabbit, RunでJaniceと の結婚生活 に強 い閉塞感 を感 じた ウサギは家 出を し、　Totheroか ら

紹介 された娼婦Ruthと 知 り合 う。彼女 とJaniceは 、 小柄 で引 き締 ま った体格 のJaniceに 対

し、大柄で少 々太 り気味 のRuth、 家 事 の下手 なJaniceと 料 理上手なRuthと い うよ うに対照

的に描かれ ているが、二人の最 も大 きな違 いはJaniceに は 理解で きない ウサギの精 神的希求
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をRuthは 理 解 で き る と い う こ と で あ る 。　Ruthの 気 立 て の 良 さ に 惹 か れ た も の の 、 ウ サ ギ は

最 初 か ら 彼 女 と 暮 ら す こ と を 考 え て い た わ け で は な い 。 知 り合 っ た 日に ホ テ ル 代 を 節 約 す る た

め に 彼 女 の ア パ ー トに 泊 ま る こ と に な る が 、 そ の 翌 朝 、 二 人 は 次 の よ う な 会 話 を 交 わ す 。

　 　 "Why　 do　you　 like　me?"

　 　"Because　 you're　 bigger　 than　 I　am."

　 　 [...]

　 　 "Why　 else　do　you　 like　me?"

　 　 She　 looks　 at　him. "Shall　I　 tell　you?"

　 　"Tell　 me."

　 　"'Cause　 you　 haven't　 given　 up.　 In　your　 stupid　 way　 you're　 still　fighting."

　 　 He　 loves　 hearing　 this; pleasure　 spins　 along　 his　nerves,　 making　 him　 feel　immense.(80)

そ して こ の 後 、 ウ サ ギ はRuthと 一 緒 に 暮 ら す こ と を 口 に す る の で あ る 。 ウ サ ギ は 今 居 る 場 所

(Janiceと の 結 婚 生 活)が 自 分 の 本 当 の 居 場 所 で は な い と 感 じ、 逃 げ 出 した の で あ る が 、 多 く

の 現 代 人 が ウ サ ギ と 同 じ よ うに 自 己 疎 外 を 感 じて い る も の の 日 々 の ル ー テ ィ ー ン ・ジ ョ ブ に 忙

殺 さ れ 、 あ き ら め て 時 を 過 ご して い る 。 そ れ を ウ サ ギ は あ き ら め ず に 何 と か 居 場 所 を 見 つ け よ

う と 頑 張 っ て い る 。Janiceに は 決 して 分 か ら な い 、 こ の よ う な ウサ ギ の 内 面 がRuthに は 分 か

り、 そ れ を 彼 女 が 口 に した こ と で 、 ウ サ ギ はRuthへ の 信 頼 感 を 増 し、 ま た 自 分 に 対 す る 自 信

が 生 ま れ 、 彼 女 と 一 緒 に 暮 ら す こ と を 決 心 し、 家 へ 衣 類 を 取 りに 帰 る の で あ る 。

　 Thelmaの 場 合 も 同 様 で あ る 。　Rabbit　 ls Richで カ リ ブ 海 に 旅 行 した3組 の 夫 婦 は ス ワ ッ ピ ン

グ を す る こ と に な る 。 ウサ ギ は 若 いCindyを 望 ん で い た が 、 ウ サ ギ を 相 手 と し て 選 ん だ の は

Thelmaで あ っ た 。 が っ か り して い る ウサ ギ にThelmaは"Don't　 be　 so　competitive,　 Harry.

This　 is　meant　 to　be　a　loving　 sharing　 sort　of　thing,　 you　 heard　 Webb.[...]I'll　 tell　you　 one　 thing

 though,　 Harry　 Angstrom.　 You're　 my　 first　choice."(994)と 言 い 、 ず っ と ウ サ ギ の こ と が 好 き だ

っ た と 告 白 す る 。 ウ サ ギ は 存 在 して い る だ け で 価 値 が あ る の だ と 言 い 「今 日 の 思 い 出 に 」 と ア

ナ ル ・セ ッ ク ス を さ せ る 。 そ の 後 、 ウ サ ギ は 私 生 活 の 悩 み をThelmaに 打 ち 明 けThelmaは 彼

に 助 言 を 与 え る が 、 こ の 時 ウ サ ギ は 自 分 に つ い て 今 ま で 誰 に も 話 して い な い こ と を 話 す 。

　 　 He　 dares　 confide　 to　Thelma,　 because　 she　has　let　him　 fuck　 her　up　the　ass　in　proof　 of　love,　his

　 　 sense　 of　miracle　 at　being　 himself,　 himself　 instead　 of　somebody　 else,　and　 his　old　inkling,

　 　 now　 fading　 in　the　energy　 crunch,　 that　there　 was　 something　 that　wanted　 him　 to　find　it,　that

　 　 he　was　 here　 on　earth　 on　a　kind　 of　assignment.(1001)

す な わ ち ウ サ ギ は 、Thelmaの お か げ で 奇 蹟 の よ うに 自分 を 取 り戻 し 、 他 人 で は な く 自 分 自 身

に な っ た と い う感 じが し、 昔 な ん と な く感 じて き た 、 何 か 見 つ け な け れ ば な ら な い も の が あ り、

自 分 は こ の 地 上 で 課 題 の よ う な も の を 与 え ら れ て い る こ と を 思 い 出 した の で あ る 。
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　 Rabbit　is Richと い うこのシ リーズ3作 目の小説 において、 この場面 に至 るまで のウサ ギは

前2作 のよ うな自己探索、意義 のあ る生を求め る生 き方を忘れて しまってい る。Janiceの 父 の

死後、跡を継いで スプ リンガー ・モーターズの社長に なった ウサ ギは、物質的に恵 まれ、 また

社会 の主流 にの って生 きられ る今の生活に満足 し、幸福感 を感 じてい る。"For　 the　first　time

since　childhood　 Rabbit　is　happy,　simply,　to　be　alive."(629)と 表 され るよ うに、生 まれて初めて

彼は 自分 の居場所にい ると感 じてい る。 したが ってそ のよ うな状況下では、彼は別 の居場所を

求め ることも、 自分 の生 き方について悩む こともない。 この作品で彼が行 な う探求は金儲け と

セ ックスのみであ る。 しか しカ リブ海で のThelmaと の会話が彼に昔 の探求を思い起 こさせ る。

自分 のアイ デンテ ィテ ィを確認す るか のよ うに、旅行か ら帰 ってか らの彼はRuthに 会 いに行

き、以前、 ボーイ フ レン ドと共に車を見に来た少女が 自分 の娘では ないか との疑問をRuthに

ぶ つけ る。 また よ うや く手に入れた 自分 の家 の書斎で、新たに 自分 の生 き方を考え よ うと して

い る。4)

　 Thelmaは ウサ ギが忘れていた 自己探索を思い起 こさせた。そ して10年 後 のRabbit　 at Restで

Thelmaの 家 をHarryが 訪 ね るシーンが登場 し、読者は二人 の関係が この10年 間、続いて きた

ことを知 る。

　 このよ うにRuthとThelmaは 二 人 とも、 ウサ ギの中にあ る、彼に しか ない ものを理解 して

い る。それはかけがえ のない ユニー クな自己 の存在 とい う観念であ り、それを フルに発揮で き

る場を求めて生 きる、 ウサ ギの自己探索 の人生であ る。 ウサ ギの自己探索 の原点は高校時代、

バ スケ ッ トボール のスタープ レーヤーと して活躍 した経験であ る。 自分 の能力を フルに発揮 し

自分 の存在意義を実感で きた体験が彼に個 の観念、 ユニー クな自己 の存在 とい う観念を与えた

のであ る。 また彼には 自分が 「宇宙 の中心にい る」 とい う意識、 自分は他人 とは違 う優れた存

在だ とい う意識 があ る。 これ は繰 り返 し出て くるダ ライ ・ラマ と自分 との同一視 や、Rabbit, 

RunでEccles司 祭 に対 して言 う"Well　 I　don't　know　 all　this　about　theology,　but　I'll　tell　you,140

 feel,　I　guess,　that　somewhere　 behind　 all　this[...]there's　 something　 that　wants　 me　to　find 

it"(110)と い う言葉に現れ ている。 この 「僕 に見つ けて もらいたが ってい る何か」は ウサ ギ自

身、 明確 な言葉で言い表す ことはで きないが、現実 の社会を動かす力 とは別 の、 この世を支配

す る原理であ り、大多数 の人が気づいてい ない原理 の存在に気づいてい る自分を、彼は特別 な

存在であ ると認識 してい る。

　 Ruthは ウサ ギが 自己実現で きる場を求め て戦 ってい ることを理解 し、それ ゆえに ウサ ギは

彼女を愛 した。 またThelmaは ウサ ギのユニー クな自己 の存在 とい う観念を呼び覚 ま し、 セ ッ

クスと金儲け とい う世俗的追求に 明け暮れていた ウサ ギを、 自己探索 の旅に立 ち返 らせ るきっ

かけを与えた。 このよ うに 自分 の生 き方を理解 し、 自分 の独 自性を認めて くれ る女性を ウサ ギ

は求 め、そ の よ うな女性 の存在が彼 に勝利者 として の 自信 を与 えて くれ るのであ る。 これは
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「バカな女性」と一緒にいることで相対的に感 じる勝利者意識よりもはるかに強い自信となる

はずである。

V.む すび

　ウサギの母は息子をもっとも愛 し、常に彼を肯定 してきた。ウサギ自身もそれは十分に感 じ、

母の愛を疑ったことはなかった。母親の影響は確かに大きいが、そのことが他の女性たちとの

関係を左右するほどのものではない。Janiceの 許を飛び出すのも母のせいではない し、赤ん坊

が生まれた後、Ruthを 捨てるのも母のせいではない。マザー ・コンプレックスに相当するよ

うな依存関係はウサギと母の間にはない。ウサギは母親とは画然と距離を置いている。

　 「力のある操作する母の存在が従順な女性、支配できる女性を求めさせる」とい うAllenの

言葉のとお り、確かに愚かな女性を好む傾向は見られるが、その原因は母親にあるのではない。

む しろ0'Connellの 言 うように、ウサギは自分より上に居る者からの抑圧から自由になりたい

と思い、下に居るもの(女 性)を 支配 したいのだろう(0'Connell　 65)。5)彼が女性を支配 した

いと思 う原因は彼を抑圧するものすべてである。母親も含めて、会社の上司、母親の往診にや

って くる横柄な主治医、金持ち、権力を持った者などがすべて彼を抑圧 しているわけであ り、

母だけが抑圧の原因と考えるには無理がある。

　支配することによって得られる優越感より強 くウサギが女性に求めるのは自分の生き方を理

解 して くれることであ り、実際に長 く関係が続 くRuthとThelmaは 彼の生き方を理解 し、彼

のユニークな自己の存在を信 じて くれた。特にウサギが最初、まった く興味がなかった、知的

なThelmaと10年 にもわたる長期間、関係を続けることになるのは、ウサギにとって自己探索

を理解 して くれる女性の存在がいかに大きいかを物語っている。結果的に彼女たちはウサギの

自己探索の旅に加担することになる。これがウサギの人生の中で女性たちが果たす役割なので

ある。ウサギの周囲の男性たちは彼が探求する人生の謎について、誰一人として何ら有効な助

言を与えることができないことを考えると、ウサギの自己探索とい う大きなテーマに関与する

女性たちの役割は非常に大きいと言わざるを得ない。

注

1)こ の論文は、2004年10月15日 に高槻市立生涯学習センターで行なわれた第16回 日本 ソール ・べPt　一協

　 会大会での研究発表 「ウサギをめ ぐる女性たち--John　 Updikeの 『ウサギ4部 作』における母子関

　 係および女性の役割」の原稿に加筆修正を施したものである。
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2)John　 Updike.　 Rabbit　Angstrom!A　 Tetralogy.　Everyman's　 Library,1995,　 p.196.「 ウサ ギ4部 作 」 か ら

　 　の 引 用 は す べ て この 版 に よ る。 以 下 、 本 文 中 に ペ ー ジ数 の み を 記 す 。

3)「 マ ザ ー ・コ ン プ レ ッ クス 」 は 『心 理 学 がわ か る事 典 』 に よ る と 「青 年 期 に あ る男 性 が 、 年 齢 不 相 応

　 　な 依 存 関 係 を そ の 母 親 と の 問 に 持 っ て お り、 そ れ に 対 して 疑 問 や 葛 藤 を 抱 い て い な い 状 態 」 を 指 す

　 　 (南 　 161)。 過 保 護 、 過 干 渉 で抑 圧 的 な 母 と依 存 的 な 息 子 とい った 母 子 関 係 の歪 み か ら生 じて く る両

者 の 分 離 不 安(息 子 側 か らの)を 示 す 一 般 的 な 用 語 が マ ザ ー ・コ ン プ レ ックス で あ ろ う。

4)「 ウサ ギ4部 作 」 にお け る ウサ ギ の 自 己探 索 に つ い て は拙 論 「冷 戦 下 の 『ア メ リカ』 に おけ る 自己 探

索 　 　 ア ップ ダ イ クの 『ウサ ギ4部 作 』」 『冷 戦 と ア メ リカ文 学 　 　21世 紀 か らの再 検 証 』 第3部 、 第

　 　 8章 、 世 界 思想 社 、2001年 、 お よび 「ウサ ギ の 自己 実 現 とア メ リカ社 会 」 『自己 実 現 で 見 る ア メ リカ

ン ・ス タデ ィー ズ入 門 』 第9章 、 萌 書 房 、2003年 、 を 参 照 の こ と。

5)0'ConnellはUPdilee　 and　the/Patriarchal Dilemma:　 Masculinity　 in　the　Rabbit　novelsで 「ウサ ギ4部 作 」

　 　に お け る父 権 制 の イ デ オ ロギ ーを 論 じて い る が 、 こ こ で 彼 女 が 使 って い る 「父 権 制 」 とい う用語 は

　 　 「男 性 を 中心 に 置 き、 女 性 を 周 辺化 す る」 とい った 広 い 意 味 で の使 用 で あ り、 この よ うな 父 権 制 の イ

デ オ ロギ ーが 文 化 の あ らゆ る面 に 浸 透 して お り、 この 作 品 に も 隠れ た テ キ ス トと して描 か れ て い る、

　 　と して い る。

引用文献

Allen,　 Mary."John　 Updike's　 Love　 of `Dull　 Bovine　 Beauty.'"Harold　 Bloom(ed.) Modern　 Critical　 Views!

　 　John　 Updike.　 New　 York:Chelsea,1987.9-13.

Buck,　 Paula　 R."The　 Mother　 Load : A Look　 at　Rabbit's　 Oedipus　 Complex. "Lawrence　 R.　Broer(ed.)Rabbit

　 　 Tales:　 Poetay　 and　 Politics　 in　John　 Updike's　 Rabbit Novels.　 Tuscaloosa,　 Alabama:U.　 of　Alabama　 P.,1998.

　 　 150-169.

0'connell,　 Mary. Updike　 and　 the　Patriarchal　 Dilemma : Masculinity　 in　the　 Rabbit　Novels.　 Carbondale:

　 　 Southern　 Illinois　 UP.,1996.

Updike,　 John.　 Rabbit　 Angstrom:　 A　 Tetralogy.　 Everyman's　 Library,1995.

Uphous,　 Suzanne　 Henning. John　 Updike.　 New　 York:Frederick　 Ungar,1980.

南 博 編 　 　『心 理 学 が わ か る 事 典 』 東 京:日 本 実 業 出 版 社 、1994。

(かしはら ・かずこ　外国語学部助教授)

-65-


